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 笠 岡 湾 干 拓 地 で は 実 面 積 2 0 0 h a 以 上 で 飼 料 用 ト ウ モ

ロ コ シ （ 二 期 作 ） を 栽 培 。 ① 1 0 h a 程 の ほ 場 で は 内 部 の

生 育 状 況 の 把 握 が 困 難 な た め 、 実 収 量 が 予 測 を 下 回 る

こ と が あ る 。 ② イ ノ シ シ に よ る 獣 害 の 防 止 が 課 題 。 ①

に つ い て 、 衛 星 画 像 の A I 分 析 に よ る 栽 培 管 理 シ ス テ

ム の 葉 面 積 指 数 （ L A I ）、 正 規 化 植 生 指 数 （ N D V I ） 及 び

ド ロ ー ン に よ る 空 撮 を 利 用 し 、 ほ 場 内 部 の 生 育 状 況 や

収 穫 適 期 の 情 報 を 生 産 者 と 共 有 。 収 穫 時 期 及 び 順 序 の

判 断 材 料 と し た 。 L A I 及 び N D V I と 収 量 の 相 関 を 調 べ た

が 、 相 関 性 は 低 か っ た 。 今 後 は 生 育 デ ー タ に 基 づ く 部

分 的 深 耕 等 の 実 施 に よ る 収 量 向 上 へ の 活 用 を 検 討 。 ②

に つ い て 、 令 和 6 年 冬 期 か ら イ ノ シ シ 被 害 の 多 い 3 ほ

場（ 計 3 0 h a ）の 周 囲 に ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ（ W M ）を 設 置 。

イ ノ シ シ 被 害 の 状 況 を 空 撮 写 真 の 倒 伏 状 況 等 で 確 認 。

過 去 に イ ノ シ シ 被 害 で 約 9 割 が 倒 伏 し た ほ 場 で 被 害 が

見 ら れ な か っ た 。 W M 設 置 は 、 栽 培 管 理 終 了 後 早 期 に 出

入 口 を 封 鎖 す る こ と で イ ノ シ シ 被 害 防 止 に 効 果 あ り 。  


